第1章 メキシコにおける政労関係の継続と変容 -- 労働法制改革をめぐる政治を中心に by 馬場 香織
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革命党（Partido Revolucionario Institucional: PRI）からの歴史的政権交代で登場





































「公式の組合」（＝ PRI 系労組）は，組合員の統制と PRI（体制）への支持動
44
員と引き換えに，国家資源へのアクセスを含むさまざまな特権を享受してき








del Trabajo y Previsión Social: STPS）の管轄下におかれる和解仲裁評議会（Junta 
de Conciliación y Arbitraje: JCA）がそうした労働協約を認めることによって実












は「 雇 用 主 保 護 協 約 」（contratos de protección patronal） と 呼 ば れ て い る
（Xelhuantzi López 2000; Bouzas Ortiz 2009; Bensusán et al. 2007）⑶。
　しかし，法制上の雇用の柔軟化への圧力もつねに存在してきた。メキシコ
で初めて労働法制改革について公に議論されるようになったのは，ミゲル・









挫した。続くカルデロン PAN 政権では，2010年から2011年にかけて主要 3
政党がそれぞれ労働法制改革法案を提出するが，2011年にいったん改革論議










（Confederación Revolucionaria de Obreros y Campesinos: CROC）やメキシコ地域









が勃興する。まず，メキシコ電話通信労働者組合（Sindicato de Telefonistas de 
la República Mexicana: STRM）などが中心となって製品・サービス企業労組連
盟（Federación de Sindicatos de Empresas de Bienes y Servicios: FESEBS）が創設
され（1992年に正式登録），CT 内で CTM に対抗する派閥として台頭した
（Murillo 2001, 108-109）。FESEBS は元来 PRI 系労組からなり，サリナス政権
と密接な関係を有していたが，FESEBS を創設した主要労組は，その後1997
年に労働者全国同盟（Unión Nacional de Trabajadores: UNT）創設のイニシアテ
ィヴをとり，PRI から距離をおくようになる。
　UNT は，先記 STRM をはじめとする CT から離反した労組と，労働真正
戦線（FAT）など従来から政党との距離を保ってきた闘争的な独立系労組が
合流して，1997年11月に設立された。当時執行部を構成した主要な加盟労組
は，STRM，メキシコ国立自治大学職員組合（Sindicato de Trabajadores de la 
Universidad Nacional Autónoma de México: STUNAM），そして後に UNT を離脱
したメキシコ社会保険公社職員組合（Sindicato Nacional de Trabajadores del 










































1986 1992 1994 2000 2002 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
図1-1　経済活動人口に占める労働組合加入者数の割合


























CTM 1,351 52 754,286 38
CROC 210  8  81,083  4
CROM 171  7  30,895  2
PRI 系 3 労組連合　小計 1,732 67 866,264 44
非登録労組連合 448 17 829,170 42
FESEBS 13  1 138,336  7



































Patronal de la República Mexicana: Coparmex）など企業家層とのつながりが深く，





　他方，中道左派政党の民主的革命党（Partido de la Revolución Democrática: 






















組に打撃を与えるだけで，雇用主に元来近い CTM など PRI 系労組連合系列
の組合は，その庇護を得て組合員を維持するだろうとも指摘されている


























第391条 2 項 労働協約開示義務
第395条 排他条項のうち，クローズドショップ制の廃止
（出所）　Secretaría del Trabajo y Previsión Social（2012）を基に筆者作成。
52
票を必要と定める第388条 2 項案は，最終的に削除された。



























構成し，政策形成への強い影響力を有してきた（CNN Expansión, 22 de 
noviembre de 2009　http://expansion.mx/expansion/2009/10/29/el-negociador）。 し か
















きくふたつに分かれるとされている。第 1 の戦略は，「闘争」（militancy, 






（conciliation, concertation） で あ る（Murillo 2001, 11; Cook 2007, 23; Etchemendy 





















































































































および PRI の脆弱性と定義する⑿。とくに PRI 系労組については，彼らが対
峙すべき相手は PAN 政権だけでなく，PRI 党内の力学も依然として重要で





































PRI 系労組の従来の特権を維持する内容であった（Ramírez Cuevas 2002; Cook 




　2000年の PRI から PAN への政権交代後のメキシコでは，CTM などの PRI
















を論じている（Bensusán y Middlebrook 2013）。2000年の政権交代によって誕
生したフォックス PAN 政権にとって，新興民主主義体制の安定と経済成長
が最大の関心事であった。PRI 系労組のゼネストが起こるような事態を恐れ
た PAN 政権は，政権発足前から CTM をはじめとする労働者会議（CT）加
盟労組との非公式の交渉を開始し，「労組に対する政府の保護と引き換えに
労組幹部は組合員を統制する」という従来の枠組みを引き継ぐ「暫定協定」
を結んだといわれている（Bensusán y Middlebrook 2013, 89-90; Cook 2007, 183-
184）。従来から CTM など「公式の組合」が労働者代表としての参与を事実
上独占してきた政労使の三者代表制度も，和解仲裁評議会（JCA）をはじめ，
メキシコ社会保険公社（Instituto Mexicano del Seguro Social: IMSS），全国最低
賃金委員会（Comisión Nacional de los Salarios Mínimos: CNSM），全国労働者住
宅 基 金 機 構（Instituto del Fondo Nacional de la Vivienda para los Trabajadores: 
INFONAVIT）などで維持された（Bensusán y Middlebrook 2013, 38-39）⒁。










幹部が考えたためであった（La Botz and Alexander 2003, 150; Cook 2007, 184-
185; Bensusán y Middlebrook 2013, 111; Kohout 2008, 143）⒂。

















を進めた。この UNT 法案は，中道左派政党 PRD を通して2002年10月に議
62
会に提出されるが，PRI 系労組はこの法案に反対し，同年12月に議会に提出
された政府主導のアバスカル法案を支持した（Reforma, 30 de agosto de 2002）。
その後も UNT やその他の独立系労組が大規模な動員を伴う反対運動を展開
したのに対し，CTM などの PRI 系労組は「われわれはデマゴーグではなく，
より効果的な戦略をとる」と公言して，UNT などの闘争に合流しなかった
































センサスに基づく改革法案」という体裁は重視された（La Botz and Alexander 
2003, 150; Cook 2007, 188）。このことが CTM をはじめとする PRI 系労組に発
言権や拒否可能性を付与したことも，先述のとおりである。




















き，PAN や PRI の票への影響が危惧されるようになったことを挙げている




棚上げにされた。 2 月に審議が再開すると，CT 幹部ビクトル・フローレス
（Víctor Flores）を筆頭とする PRI 系労組幹部が，政府案への反対を相次いで
表明し（Reforma, 17 de febrero de 2005），同会期内の法案可決の見込みは遠の






と警告した（Cook 2007, 188）。2005年 9 月開始の通常議会にあわせて，フォ
ックス政権はより限定的な改革をめざす新たな労働法改正法案を提案したが，
PRI 系労組の反対を受けて PRI 会派は党内の合意を形成できていないとして，
政府法案への反対を早い段階から明言した（Reforma, 9 de septiembre de 2005; 



















止などこれを促進する内容がみられた。この法案に対し，PRD と PRI は異
なる立場からいずれも反対を表明し，まず2010年 4 月に PRD が，2002年の
UNT-PRD 法案を踏襲する内容の改革法案を提出した。しかし，PAN と PRD
の法案はいずれも議会での合意形成に至らず，こう着状態に陥る。こうした
なか，2011年 3 月になると，今度は PRI が独自の改革法案を提出した。そ
の内容は，雇用の柔軟化を盛り込む点で PAN の法案と重なる一方，組合民
主主義には否定的な内容であった。PRI 法案を受けて，カルデロン政権と議
会の PAN 会派は自党の改革法案をひとまずわきにおき，PRI 法案を一致し
て支持した。2012年 7 月の大統領選を前に，改革は再び棚上げとなったが
（Bensusán y Middlebrook 2013, 115-117），2012年 9 月に始まる通常議会で，つ

















3 月に PRI が労働法制改革法案を議会に提出すると，議会では PAN と PRI
のあいだで調整が進められた。しかし，この改革法案は，UNT，左派諸政党，
そして国際労組連合による強い反対キャンペーンを受けただけでなく，
CTM や CT 内でも雇用の柔軟化に対して懸念の声があがった。PRI は，
2012年大統領選にむけて企業家層にもアピールしたい考えをもっていたが，
PRI 内労働セクターの反対と UNT を中心とする街頭での反対運動を受けて，
改革法案の議会での推進を差し当たってとりやめることを決めた。これはお
もに PRI が，労組の強い反対を前に，2011年 7 月に控えていたメキシコ州
知事選―2012年大統領選の前哨戦という意味合いをもっていた―への悪
影響を懸念したためであった（Bensusán y Middlebrook 2013, 117）。
　同メキシコ州知事選では PRI が勝利し，2011年末になるとペニャ＝ニエ
トが PRI を中心とする選挙連合の大統領候補として正式に承認される。そ
うしたなか CTM は，早い段階から PRI への忠誠とペニャ＝ニエトの支持を
強く表明していた（Líderes Trabajadores, diciembre de 2011, 2; enero de 2012, 3）。
しかし同時期に，CTM 評議会議長（2005年～）ホアキン・ガンボア＝パスコ































PAN および PRI による雇用の柔軟化を主軸とする改革法案は，主要選挙前
68
の労組のレバレッジ上昇により効果的に可決を回避された。しかし，2012年
大統領選での PRI の勝利後に労組のレバレッジが弱まると，PRI 系労組はあ





座から説明することを試みた。2000年の PRI から PAN への政権交代後のメ
キシコでは，政府の新自由主義的な労働法制改革に対して，PRI 系労組と独
立系労組はそれぞれ「自制」と「闘争」という異なる戦略を選択した。すな








PRI 系労組は PRI 内での交渉，UNT など独立系労組は大規模な動員を伴う
抗議デモを効果的に展開できたが，2012年大統領選での PRI の勝利後，労
組のレバレッジが弱まった時期に，短期間で改革が実施されることとなった。






































のペニャ＝ニエト PRI 政権下でも変わっていない。それは，2016年 1 月現
在進行中の労働司法制度改革をめぐる動向に明示的に現れている。JCA を軸
とする労働司法制度への国内外からの批判を受けて，政府は，メキシコの主












































属・鉄鋼関連産業労働組合（Sindicato de Trabajadores de la Industria Metálica, 
Acero, Hierro, Conexos y Similares: STIMAHCS）執行委員長・UNT 社会広報担
当副委員長ベネディクト・マルティネス（Benedicto Martínez Orozco）への筆
者によるインタビュー（メキシコ市，2016年 1 月 5 日）。なお，STIMAHCS
は後述の労働真正戦線（Frente Auténtico del Trabajo: FAT）主要加盟労組のひ
とつである。
⑷　通常議会は 2 期に分かれており，前期は 9 月 1 日から12月15日，後期は 2
月 1 日から 4 月30日に開かれる。
⑸　マルティネスへの筆者によるインタビュー（メキシコ市，2016年 1 月 5
72
日）。STRM 政治活動委員会共同責任者ビクトル・ファベーラ（Víctor Fabela 












るインタビュー。元 UNT 労働問題組織顧問ウリセス・ビダル（Ulíses Vidal）
への筆者によるインタビュー（メキシコ市，2016年 1 月 5 日）。ファベーラへ













PRI の幹事長（secretario general）に任命した（Burgess 2004, 87-88）。
⑿　本章のレバレッジ概念については，扱われるテーマは異なるが，競争的権
威主義体制の民主化に関するレヴィツキーとウェイの議論から多くの示唆を















ス＝フアレスへのインタビュー（メキシコ市，2016年 1 月 4 日）。
⒃　なお，アバスカル法案に反対する労組のなかにも，メキシコ電力労組
（Sindicato Mexicano de Electricistas: SME）のように，一切の改革に反対する
立場から UNT の改革法案にも反対する労組も存在し，政府案への反対派も一
枚岩ではなかった（La Botz and Alexander 2003, 161, n.23）。
⒄　アメリカ商工会議所（Cámara Americana de Comercio）メキシコ事務所のル
イス＝マヌエル・グアイダ（Luis Manuel Guaida）は，UNT に過度の発言権を
与えたことが，労働法制改革の早期実施を困難にしたと述べている（Reforma, 
























レスへの筆者によるインタビュー（メキシコ市，2016年 1 月 4 日）。ファベー
ラへの筆者によるインタビュー（メキシコ市，2016年 1 月 6 日）。メキシコ市
労働雇用創出省職員ガビーノ・ヒメネス（Gabino Jiménez）への筆者によるイ
ンタビュー（メキシコ市，2016年 1 月 6 日）。
　エルナンデス・フアレスによれば，2012年の労働法制改革プロセスでも
UNT と CTM・CT の立場は異なっており，UNT が CTM・CT にストや抗議デ
モへの協力を要請したことは一切なかったという。エルナンデス・フアレス
への筆者によるインタビュー（メキシコ市，2016年 1 月 4 日）。
　エルナンデス・フアレスへの筆者によるインタビュー（メキシコ市，2016
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Líderes Trabajadores （CTM の機関誌）
Reforma
